
1　2013年7・8月号

受
験
申
込
者
２
５
９
人

の
う
ち
２
３
８
人
が
受
験

（
受
験
率
91
・
９
％
）
し
、

52
人
が
合
格
し
た（
合
格

率
21
・
８
％
。
第
１
・
第

２
両
分
野
合
格
が
条
件
）。

●
受
験
者
の
種
別
構
成

〔
年
齢
別
〕（
図
１
）

受
験
者
、合
格
者
と
も
、

30
歳
以
上
39
歳
以
下
が
最

多（
受
験
者
数
１
０
６
人
、

合
格
者
数
21
人
）。
こ
れ

は
、
第
１
回
～
第
５
回
累

計（
以
下
、
過
去
累
計
）と

変
わ
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
今
回
特
徴
的

だ
っ
た
の
が
、
50
歳
以
上

59
歳
以
下
の
合
格
率
の
高

さ（
41
・
７
％
）で
あ
る（
受

験
者
数
36
人
、
合
格
者
数

15
人
、
過
去
累
計
合
格
率

27
・
５
％
）。
逆
に
、
40
歳

以
上
49
歳
以
下
の
合
格
率

は
16
・
０
％
に
と
ど
ま
っ

た（
受
験
者
数
75
人
、
合

受
験
申
込
者
９
６
１
人

の
う
ち
８
４
５
人
が
受
験

（
受
験
率
87
・
９
％
）
し
、

２
７
８
人
が
合
格
し
た

（
合
格
率
32
・
９
％
）。

●
受
験
者
の
種
別
構
成

〔
年
齢
別
〕（
図
３
）

受
験
者
、合
格
者
と
も
、

30
歳
以
上
39
歳
以
下
が
最

多（
受
験
者
数
３
２
６
人
、

合
格
者
数
１
０
７
人
）。

次
い
で
40
歳
以
上
49
歳
以

下（
受
験
者
数
２
７
４
人
、

合
格
者
数
97
人
）。
こ
の

順
位
は
、
第
１
回
～
第
９

回
累
計（
以
下
、
過
去
累

計
）と
同
様
で
あ
る
。

〔
職
業
別
〕（
図
４
）

受
験
者
、合
格
者
と
も
、

金
融
機
関
勤
務
者
が
過
半

数
を
占
め
る（
受
験
者
数

４
６
４
人
、
受
験
者
全
体

の
54
・
９
％
、
合
格
者
数

１
４
５
人
、
合
格
者
全
体

の
52
・
２
％
）。

病
医
院
勤
務
者
は
、
受

験
者
数
１
６
５
人（
全
体

の
19
・
５
％
）、
合
格
者
数

56
人（
同
20
・
１
％
）。

〔
都
道
府
県
別
〕（
図
５
）

受
験
者
全
体
で
は
、
東

京
都
が
96
人
で
最
多
。
次

い
で
、
鹿
児
島
県
94
人
、

兵
庫
県
61
人
。

合
格
者
で
は
、
東
京
都

が
38
人（
合
格
者
全
体
の

13
・
７
％
）で
最
多
。以
下
、

鹿
児
島
県
37
人（
同
13
・

３
％
）、
北
海
道
25
人（
同

９
・
０
％
）と
続
く
。

そ
の
他
、
詳
細
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ

れ
た
い
。

格
者
数
12
人
、
過
去
累
計

合
格
率
20
・
４
％
）。

〔
職
業
別
〕（
図
２
）

受
験
者
全
体
で
は
、
病

医
院
勤
務
者
が
79
人
で
最

多
。合

格
者
で
は
、
病
医
院

勤
務
者
20
人（
合
格
者
全

体
の
38
・
５
％
）、
金
融
機

関
勤
務
者
11
人（
同
21
・

２
％
）、
医
療
関
係
企
業

勤
務
者
8
人（
同
15
・

４
％
）、そ
の
他（
個
人
等
）

13
人（
同
25
・
０
％
）。

〔
都
道
府
県
別
〕

表
１
、
表
２
は
そ
れ
ぞ

れ
、
受
験
者
数
、
合
格
者

数
の
上
位
５
県
を
示
す
。

福
岡
県
、
石
川
県
、
岡
山

県
は
、
受
験
者
数
順
位
と

比
較
し
て
、
合
格
者
数
順

位
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る（
福
岡
県
４

位
→
２
位
、
石
川
県
・
岡

山
県
５
位
以
下
→
３
位
）。
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2級資格認定試験は、北海道、宮城県、東京都、石川県、愛
知県、大阪府、福岡県の7会場で実施（写真は東京会場）

 

第
５
回「
医
療
経
営
士
２
級
」52
人
合
格
、第
９
回「
医
療
経
営
士
３
級
」２
７
８
人
合
格

「
医
療
経
営
士
２
級
」合
格
者
累
計
１
８
８
人

「
３
級
」合
格
者
累
計
２
３
４
４
人
に
！

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会（
代
表
理
事
・
吉
原
健
二
）は
6
月
16
日
、
第
5
回｢

医
療
経
営
士
2
級｣

資
格
認
定
試
験
を
実
施
し
た
。全
国
7
会
場

で
２
３
８
人
が
受
験
、52
人
が
合
格
し
た
。

ま
た
、同
日
、第
9
回「
医
療
経
営
士
3
級
」資
格
認
定
試
験
も
実
施
し
、全
国
13
会
場
で
８
４
５
人
が
受
験
、２
７
８
人
が
合
格
し
た
。

第
５
回「
医
療
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験

第
９
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験

＊1：「3級」取得者で、第4回試験までに、「2級」第2分野合格証明書を取得した者
＊2：「3級」取得者で、第4回試験までに、「2級」第1分野合格証明書を取得した者

※各項目の割合は、小数点第2位を四捨五入しているため合計が100にならない場合がある

◆第5回「医療経営士２級」資格認定試験 結果概要

表1　2級受験者数 上位５都道府県

１位：東京都　＝60人（25.2％）
２位：神奈川県＝23人2（9.7％）
３位：埼玉県　＝14人2（5.9％）
４位：福岡県　＝13人2（5.5％）
５位：大阪府　＝11人2（4.6％）
５位：兵庫県　＝11人2（4.6％）

表2　2級合格者数 上位５都道府県

１位：東京都　＝12人（23.1％）
２位：福岡県　＝24人  （7.7％）
３位：埼玉県　＝23人  （5.8％）
３位：神奈川県＝23人  （5.8％）
３位：石川県　＝23人  （5.8％）
３位：岡山県　＝23人  （5.8％）

図1　2級受験者の年齢別構成
〜29歳以下14人

（5.9％）

30歳以上〜
39歳以下106人

（44.5％）

40歳以上〜
49歳以下75人

（31.5％）

50歳以上〜
59歳以下36人

（15.1％）

60歳以上7人
（2.9％）

図2　2級受験者の職業別構成
病医院勤務者

79人
（33.2%）

医療関連
企業

勤務者62人
（26.1%）

金融機関
勤務者
56人

（23.5%）

その他（個人等）
41人

（17.2%）

◆次回の「医療経営士」資格認定試験日程

●3級（第10回）
　2013年10月20日（日）
●2級（第6回）
　2013年10月20日（日）
●1級（第1回）
　第一次　2013年19月8日（日）
　第二次　2013年12月1日（日）

図3　3級受験者の年齢別構成

〜29歳以下
152人

（18.0％）

30歳以上〜
39歳以下

326人
（38.6％）

40歳以上〜
49歳以下274人

（32.4％）

50歳以上〜
59歳以下83人

（9.8％）

60歳以上10人
（1.2％）

図5　3級受験者の都道府県別構成
（上位5都道県／届出の住所地）

図4　3級受験者の職業別構成

病医院勤務者
165人

（19.5%）

医療関連
企業

勤務者
126人

（14.9%）
金融機関勤務者
464人

（54.9%）

学生6人
（0.7%）

その他（個人等）84人
（9.9%） 東京都96人

（11.4％）

福岡県54人（6.4％）
その他の府県
493人（58.3％）

鹿児島県94人
（11.1％）

兵庫県61人
（7.2％）

北海道47人（5.6％）

◆�第９回「医療経営士３級」資格
認定試験 結果概要

両分野受験（3級取得者）
第１分野受験

（第２分野合格証明書取得者）＊1

第２分野受験
（第１分野合格証明書取得者）＊2

合計

受験申込者数
（人）

211

2

46

259

受験者数
（人）

194

2

42

238

合格者数
（人）

32

2

18

52

合格率
（％）

21.8

受験申込者数（人）
受験者数（人）
合格者数（人）
合格率（％）

961
845
278
32.9

Do
 N
ot
 P
rin
t
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こ
の
た
び
、第
２
回「
全

国
医
療
経
営
士
実
践
研
究

大
会
」の
審
査
委
員
長
を

拝
命
し
、
光
栄
で
あ
る
と

同
時
に
責
任
の
重
さ
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
回
、
演
題
発
表
を

さ
れ
る
医
療
経
営
士
の
皆

さ
ん
に
向
け
て
、
い
く
つ

か
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①�

資
格
は
取
得
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
、
行
動
・
実

い
ま
す
。

そ
し
て
現
場
の
人
と
と

も
に
考
え
、
協
働
し
て
医

療
の
質
の
向
上
と
、
業
務

の
効
率
化
に
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
担
っ
て
い
ま
す
。

決
し
て
資
格
取
得
を
ゴ

ー
ル
と
考
え
る
の
で
は
な

く
、
行
動
・
実
践
し
て
こ

そ
医
療
経
営
士
で
あ
る
意

味
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
理
解
し
て
く
だ

践
の
通
行
手
形
と
な
る

病
院
の
組
織
は
相
対
的

に
見
て
、
ま
だ
ま
だ
縦
割

り
に
な
っ
て
お
り
、
部
署

間
の
壁
も
厚
く
排
他
的
・

保
守
的
で
あ
る
の
が
現
状

で
す
。

医
療
経
営
士
の
皆
さ
ん

は
、
地
域
医
療
を
担
っ
て

い
る
自
院
の
役
割
を
遂
行

す
べ
く
、
勇
気
を
持
っ
て

そ
の
壁
を
打
ち
破
り
、
現

場
に
飛
び
込
ん
で
行
け
る

「
通
行
手
形
」を
手
に
し
て

第
２
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」

特
別
講
演
な
ど
プログ
ラム
決
ま
る
！

審
査
委
員
長
に
中
村
彰
吾
氏
就
任

11
月
16
・
17
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
、
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
。

こ
の
た
び
、
医
療
経
営
士
に
よ
る
演
題
発
表
の
審
査
委
員
長
に
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ

ン
タ
ー
理
事
・
経
営
企
画
局
長
で
、
昨
年
の
第
１
回
大
会
で
特
別
講
演
を
行
っ
た
中
村
彰

吾
氏
の
就
任
が
決
定
し
た
。
合
わ
せ
て
決
定
し
た
講
演
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
と
も
に
、
演

題
発
表
者
に
向
け
た
中
村
氏
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
す
る
。

さ
い
。

②�

地
域
密
着
型
病
院
の
モ

デ
ル
づ
く
り
の
研
究
と

実
践

今
回
の
大
会
で
は
、
皆

さ
ん
が
、
①「
こ
れ
は
お

か
し
い
ぞ
」
と
気
づ
き
、

②
現
状
把
握
の
た
め
現
場

に
飛
び
込
み
、
業
務
の
効

率
化
を「
お
手
伝
い
す
る

気
持
ち
」で
現
状
プ
ロ
セ

ス
を
分
析
し
、
③
理
論
的

に
は
ど
う
な
の
か
、
他
の

病
院
で
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
と
い
っ
た
客

観
性
の
検
証
の
た
め
に

「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」
を
行

い
、
④
質
の
向
上
と
効
率

化
の「
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ

ン
」を
作
成
し
て
現
場
と

と
も
に
実
践
し
、「
プ
ラ

ン
の
検
証
」を「
数
値
化
」

し「
見
え
る
化
」す
る
こ
と

ま
で
を
ひ
と
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
考
え
、
そ
の

内
容
を
伝
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

常
に
念
頭
に
置
く
の
は

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

回
す
」こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
医
師
が
患
者
の
診

断
・
治
療
に
あ
た
り
、
診

療
録
に
記
載
す
る
Ｓ
Ｏ
Ａ

Ｐ
方
式（
表
）に
も
似
て
い

ま
す
。

③�

九
州
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
の
意
義

今
回
は
九
州
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
よ
り

地
域
色
の
強
い
取
り
組
み

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
地
域

医
療
は
崩
壊
し
て
い
る
と

い
う
巷
間
の
な
か
で
、
医

療
の
質
を
向
上
さ
せ
、
そ

の
基
盤
と
な
る
経
営
の
健

全
化
を
果
た
し
て
い
る
、

地
方
の「
雄
た
ら
ん
と
す

る
」
病
院
を
め
ざ
し
研

究
・
実
践
さ
れ
た
発
表
を

望
ん
で
い
ま
す
。

第
１
回
目
の
大
会
の
反

省
か
ら
、
今
回
は
発
表
時

間
に
余
裕
を
持
た
せ
、
参

加
者
と
の
活
発
な
質
疑
な

ど
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
取
っ

て
い
ま
す
。
審
査
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
冷
徹
か
つ

公
正
な
る
視
点
で
拝
聴
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
会
の
主
役
は「
発
表

者
と
参
加
者
の
皆
さ
ん
」

で
す
。皆
さ
ん
の
発
表
で
、

大
会
が
大
い
に
盛
り
上
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

（
中
村
彰
吾
）

Ｓ：Subjective	 　患者の訴えなどを自分の経験・知識で主観的に疑い病名をつける
↓

Ｏ：Objective	 　放射線診断や、検体・生理検査所見などの客観的情報で主訴を絞り込む
↓

Ａ：Assessment	 　主観的判断、客観的データの裏付により病名の判定、所見、評価を下す
↓

Ｐ：Plan	 　治療に向かっての指針などの計画を立てる

表　SOAP方式

昨年の大会で特別講演を行う中村氏。大会後のアンケー
トでは、「参考になった」と答えた人の数が全演者中最多
となった

【審査委員長】中村彰吾氏（地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター理事）
【審査委員】矢野正子氏（日本医療経営実践協会九州支部理事、聖マリア大学学長）　他

時間
12：00
13：00

13：20～14：20

14：20～15：20

15：20～15：30
15：30～16：30

16：30～17：30

17：30
18：00～20：00

時間
9：00
9：30～10：15

10：20～12：00
12：00～13：00
13：00～15：05
15：05～15：20
15：20～17：00
17：10～17：40

17：40～18：00

内容
開場・受付
代表理事 開会の挨拶
開会の言葉
橋爪　章氏（日本医療経営実践協会九州支部支部長、保健医療経営大学学長）
基調講演  「医療機関におけるアメーバ経営」
森田直行氏（京セラマネジメントコンサルティング代表取締役）
特別講演（1）  「医療機関版失敗学のススメ」
園田定彦氏（特定医療法人友愛会理事長）
休憩（10分間）
特別講演（２）  「看護部からみた医療経営」
神坂登世子氏（国際医療福祉大学看護学部教授、前福岡県看護協会会長）
パネルディスカッション  「2025年に生き残るための"新"病院経営モデル」
座長：橋爪　章氏
◇パネリスト
・近森正幸氏（社会医療法人近森会近森病院院長）
・朝戸幹雄氏（医療法人愛誠会昭南病院院長）　他
１日目終了
懇親会（全国医療経営士情報交換会）
会場：福岡ガーデンパレス（大会会場隣）

内容
開場・受付

「これからの時代に求められる医療経営士像」
西山幸雄氏（山口県厚生農業協同組合連合会代表理事専務）
研究発表会【１】  「医療経営士による演題発表」（４人）
昼食（60分間）
研究発表会【２】  「医療経営士による演題発表」（５人）
休憩（15分間）
研究発表会【３】  「医療経営士による演題発表」（４人）
ディスカッション
演題発表者と橋爪大会委員長によるディスカッション
閉会式
──表彰式──

【審査委員長総括、入賞者発表・表彰】
──閉会挨拶──

【次回大会運営委員長】　清水鴻一郎氏（関西支部長）

プログラム：第１日目（11月16日（土））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7月15日現在）

プログラム：第2日目（11月17日（日））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7月15日現在）
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埼玉支店の営業部推進課に所属し、主に所
属MRのサポート役として、業務推進のた

めの企画立案や医療情報を担当しています。医
療情報の講演会では私が講師を務め、事前打ち
合わせの内容をもとに１時間程度お話をします。
診療報酬改定時には必然的に診療報酬絡みの内
容が多くなるのですが、普段はDPCデータ分析
とその活用や最新の医療情報等をテーマに講演
しています。弊社には私以外にも医療情報関係
の話をできる人材が本社や支店におります。
少し前の話になりますが、私の講演を聴かれ
た先生から、医療系の大学で非常勤講師をしな
いかという誘いがありました。しかし、DPCや
診療報酬についてならある程度自信はあったも
のの、さすがに大学で教鞭をとるまでの幅広い
知識はありません。そのときは丁重にお断りし
たのですが、改めて医療経営を体系的に学ぶ必
要性を感じ、何か勉強できる教材がないかと探
していたときに医療経営士を知りました。他の
医療系の資格と比較しながら検討した結果、研
究会活動など合格後のフォローが充実している
ことが決め手となり、懇意にさせていただいて
いる、ある病院長が医療経営士の資格を推奨さ

製薬会社勤務の医療経営士に聞く！
今、MR（医療情報担当者）に
求められるスキル

クローズアップ    田辺三菱製薬株式会社 中村芳宣氏

─
─
管
財
課
で
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

医
療
行
為
が
安
全
か
つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
医
療

材
料
・
機
器
等
の
適
正
な
購
入
と
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
医
療
材
料
の
発
注
、
払
い
出
し
、
価
格
交
渉
、

医
療
機
器
の
購
入
・
修
理
の
対
応
、
保
守
、
伝
票
類
の
処

理
な
ど
で
す
。
当
院
に
は
一
般
病
床
以
外
に
、
人
工
呼
吸
セ

ン
タ
ー
、
透
析
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
使
用
す
る
医
療

材
料
も
多
種
多
様
。
現
場
か
ら
の
要
望
を
聞
く
だ
け
で
な

く
、
他
の
製
品
を
勧
め
る
な
ど
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

─
─
医
療
経
営
士
の
資
格
を
取
得
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
す

か
。
取
得
し
て
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
設
立
の
趣
旨
を
知
り
、
医
療

経
営
に
一
石
を
投
じ
る
お
も
し
ろ
そ
う
な
取
り
組
み
が
始
ま

る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
当
時
は
一
般
企
業
か
ら
転
職
し
て

３
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
で
、
自
身
の
業
務
が
、
病
院
経
営
の
な

か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
か
を
明
確
に
理
解
で
き
な
い

ま
ま
、
毎
日
の
業
務
に
向
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
と
き
に
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
医
療
経
営
を
学
ん
だ
こ
と

で
、
院
内
の
各
業
務
の
流
れ
や
関
係
性
を
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
３
級
資
格
取
得
後
、
地
元
の
金
沢

「
医
療
経
営
士
」 

リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

他
職
種
の
も
と
に
積
極
的
に
足
を
運
ぶこ
と
が
業
務
改
善
、自
己
研
鑽
につ
な
が
る

「
医
療
経
営
士
」が
、
資
格
取
得
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
、
所
属
先
で
の
課
題
や

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、資
格
取
得
を
通
じ
て
ど
う
職
務
に
活
か
し
て
い
る
か
な
ど
、リ
レ
ー

形
式
で
全
国
の「
医
療
経
営
士
」の
声
を
お
届
け
す
る
。

●かとう・しんいち
1977年生まれ。2007年、民間企業から北陸地区最大
の病床数を有する浅ノ川病院グループの基幹病院、浅ノ川
総合病院に入職。総務課にて人事、労務管理等の業務に従
事。現在は管財課にて物品管理の業務に携わっている。

医
療
経
営
士
２
級

加
藤
伸
一
氏

医
療
法
人
社
団
浅
ノ
川
浅
ノ
川
総
合
病
院
管
財
課
主
任

第7回

Relay
Interview

場
や
視
点
を
理
解
で
き
、
職
員
間
の
連
携
に
も
寄
与
で
き

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
医
師
や
看
護
師
、

臨
床
検
査
技
師
な
ど
他
職
種
の
も
と
に
積
極
的
に
足
を
運

ぶ
よ
う
に
心
掛
け
、
各
ス
タ
ッ
フ
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と

で
、
医
療
機
器
、
医
療
材
料
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
や
考
え
を

把
握
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

─
─
第
１
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」で
は
最
優

秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
の
き
っ
か
け
は
？

当
初
は
論
文
提
出
の
み
の
つ
も
り
で
し
た
が
、
全
国
の

病
院
か
ら
参
加
す
る
医
療
経
営
士
の
み
な
さ
ん
と
交
流
し

た
い
と
思
い
、演
題
発
表
に
申
し
込
み
ま
し
た
。
発
表
で
は
、

生
化
学
自
動
分
析
装
置
の
買
い
替
え
に
よ
る
効
果
に
関
す

る
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
当
初
は
、
事
務
長
か
ら

契
約
書
の
管
理
を
任
さ
れ
、
た
だ
契
約
書
を
確
認
・
整
理

す
る
こ
と
が
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
次
第
に
価

格
や
契
約
内
容
に
対
す
る
疑
問
が
わ
き
、
そ
れ
が
改
善
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
事
務
長
は
契
約

書
と
い
う
文
書
管
理
だ
け
で
な
く
、
内
容
を
精
査
し
た
う

え
で
の
改
善
を
期
待
し
て
い
た
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

─
─
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
に
お
け
る
医
療
材
料
の
選
定
に
は
、
医
師
や

看
護
師
な
ど
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
意
向
が
優
先
さ
れ
が
ち
で

す
。
そ
こ
で
医
療
経
営
士
と
し
て
の
知
識
を
活
か
し
な
が

ら
、
医
療
材
料
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
包
括
医
療
が
一
段
と
進
展

す
る
な
か
、
病
院
経
営
の
視
点
で
は
材
料
の
コ
ス
ト
面
ば
か

り
が
注
目
さ
れ
ま
す
が
、
単
に
安
い
も
の
を
使
え
ば
良
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
。
高
価
な
材
料
を
使
う
こ
と
で
感
染
率

が
低
下
し
、
在
院
日
数
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
手
法
を
駆

使
し
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
で
開
催
さ
れ
た「
医
療
経
営
士
中
級
養

成
講
座
」に
お
い
て
大
変
刺
激
を
受
け
ま

し
た
。
講
師
を
務
め
た
国
際
医
療
福
祉

大
学
の
山
本
康
弘
教
授
は「
病
院
勤
務
時

代
に
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
を
経
験
し
た
こ

と
に
よ
り
、
病
院
全
体
を
把
握
で
き
た
」

と
話
さ
れ
て
い
て
、
当
時
、
総
務
課
か

ら
管
財
課
に
異
動
し
た
ば
か
り
だ
っ
た

私
は
部
署
異
動
に
複
雑
な
思
い
を
抱
い

て
い
た
の
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
署

を
経
験
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

れていたこともあり、取得を決めたのです。
当時（第２回試験）はまだ「飛び級受験制度」が
あり、２級から受験することにしました。テキ
ストを開くとさまざまな医療制度の成り立ちや
財務会計、介護などそれまで業務では直接関係
のなかった分野も多く、学習の過程でそうした
知識を補えたことが、その後の営業活動に役立っ
ています。
医療経営を体系的に学べる機会のないMRに
とって、医療経営士は大変意味のある資格だと
考えています。2012年4月に製薬会社の公正競
争規約の接遇に関する部分の改定もあり、最近
では医師との面談や関係構築がますます難しく
なってきています。自社製品のPRをするだけで
は医師の反応も鈍く、医師に彼らとなら会いた
いと思ってもらうためには付加価値の高い情報
をいかに提供できるかが重要です。MRは医療機
関の多様なニーズに応えるためにも、これまで
以上の知識やスキルを習得しなければなりませ
ん。医療経営士のテキストはそのための格好の
教材であり、若手のMRには３級、マネージャー
（所長）クラスには２級の取得が有用だと考えて
います。

私は医療機関で病院長や理事長、薬剤部長と
いった経営層の方とお会いすると、同行したMR
が驚いてしまうほど話し込むことがあります。
経営層の方は常に経営上のメリットは何かを考
えていて、少しでも有益な情報を得ようとされ
ています。こちらが経営について知識があると
わかると、他の会社のMRとは少し違うと感じ
てもらえるのでしょう。自然と会話が弾みます。
同行したMRのなかにはそれを肌で感じ、自ら
率先して医療経営について学ぶ者も出てきまし
た。
今後は医療経営士として、人材育成にも力を
入れたいと考えています。若手MR向けの社内
研修はあるのですが、残念ながら医療制度や経
営全般について学ぶ機会が多くありません。ま
ずは支店から私が、これまでの経験や若手に必
要な知識を伝えていきたいと思います。
営業は取引先との信頼関係が命です。信頼関
係が構築できなければ、自社の製品をPRするど
ころか、会ってもらうことすらできません。病
院のマネジメントがわかるMRが、今求められ
ているのだと実感しています。

中
村
芳
宣
氏

田
辺
三
菱
製
薬
株
式
会
社

営
業
本
部
埼
玉
支
店
営
業
部
推
進
課

医
療
経
営
士
２
級
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本
年
度
６
月
試
験

２
級
合
格
者
の

等
級
変
更
受
付
中

当
協
会
で
は
、
本
年
６

月
16
日（
日
）に
実
施
し
た

第
５
回「
医
療
経
営
士
２

級
」資
格
認
定
試
験
に
合

格
し
た
正
会
員
の
２
級
へ

の
等
級
変
更
申
請
を
受
け

付
け
て
い
る
。

等
級
変
更
事
務
手
数
料

（
２
５
０
０
円
）の
入
金
と

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ど
で
、
医
療
経
営
に
関
す

る
幅
広
い
知
識
や
経
営
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
分

析
力
を
有
し
、
そ
の
実
践

が
で
き
、
か
つ
中
堅
管
理

職
が
身
に
つ
け
て
お
く
べ

き
医
療
経
営
に
関
す
る
知

識
・
問
題
解
決
能
力
を
有

し
、
実
践
で
き
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
る
。

受
験
料
、
試
験
時
間
、

試
験
内
容
な
ど
の
詳
細

は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
２
級
試
験
概
要
を
確
認

い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
第
６
回「
医
療

経
営
士
２
級
」資
格
認
定

試
験
と
同
日
に
開
催
さ
れ

る
第
10
回「
医
療
経
営
士

３
級
」資
格
認
定
試
験
の

受
験
エ
ン
ト
リ
ー
も
、
同

一
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
受
け

認
定
試
験
の
受
験
エ
ン
ト

リ
ー
を
、
７
月
31
日（
水
）

よ
り
開
始
す
る
。
エ
ン
ト

リ
ー
の
締
め
切
り
は
８
月

29
日（
木
）。

「
医
療
経
営
士
２
級
」の

主
な
対
象
者
は
、
医
療
機

関
に
勤
務
し
、
経
営
部
門

お
よ
び
事
務
部
門（
中
堅

職
員
・
管
理
職
）、
診
療

部
門
お
よ
び
コ
メ
デ
ィ
カ

ル
部
門（
管
理
職
）等
に
携

わ
る
人
材
や
、
医
療
関
連

サ
ー
ビ
ス
・
企
業
に
お
い

て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
М

Ｒ
、
М
Ｓ
、
医
療
機
器

（
メ
ー
カ
ー
・
販
売
）等
に

勤
務
す
る
人
材（
中
堅
職

員
・
管
理
職
）、
研
究
者
、

さ
ら
に
医
療
機
関
の
経
営

部
門
お
よ
び
事
務
部
門
へ

の
就
職
を
目
指
す
人
材
な

付
け
る
。

一
部
正
会
員
の

会
員
有
効
期
限
変
更
に
つ
い
て

当
協
会
で
は
、
４
月
、

６
月
、
８
月
、
10
月
の
登

録
月
の
正
会
員
約
２
４
０

人
に
対
し
、
会
員
期
限
の

変
更
を
案
内
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
正
会
員
登
録

を
１
月
、５
月
、９
月
の「
ブ

ロ
ッ
ク
制
」に
統
一
す
る
た

め
の
措
置
で
あ
り
、
変
更

に
あ
た
っ
て
は
正
会
員
の

不
利
益
に
な
ら
な
い
よ

う
、
期
限
の「
延
長
」と
い

う
形
で
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
４
月
正
会

員
は
５
月
正
会
員
へ
、
６

月
、
８
月
正
会
員
は
９
月

正
会
員
へ
、
そ
し
て
10
月

正
会
員
は
翌
年
１
月
正
会

員
へ
と
変
更
さ
れ
る
こ
と

「
個
人
正
会
員
等
級
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大募集！「経営トップの名言・格言」
優秀作品は2014年版の

『医療経営手帳』【今週の格言】に掲載！
日本医療経営実践協会では、皆様が所属する組織のリーダーの
名言・格言を募集しています。優秀作品は『医療経営手帳2014』（11
月刊行予定、日本医療企画刊）の【今週の格言】に掲載いたします！
病院長や経営トップ、現場リーダーが発した心に残る言葉、組織

の共通目標となっているスローガン、行動規範、経営理念など、皆
様が所属する組織のオリジナルの名言・格言をお寄せください。た
くさんのご応募をお待ちしております。
○ 募集内容：ご自身が所属する組織のリーダー（理事長、
病院長、事務長、社長、会長、部門長など）の名言・
格言（60～90字程度）。

○応募締切：2013年８月末日
○ 応募方法：日本医療経営実践協会ホームページの「応
募フォーム」からご応募ください。

第2回「全国医療経営士実践研究大会」
参加受付中！

2級合格者の等級変更手続きもお忘れなく
6月の試験も無事終了し、今号の1面に掲載のとおり、2
級52人、3級278人の方が合格されました。おめでとうござ
います。
また、第1回「医療経営士1級」資格認定試験のエントリー
ならびに、今年11月に福岡で行われる第2回「全国医療経営
士実践研究大会」の参加エントリーと演題登録も開始されまし
た。全国医療経営士実践研究大会は、日頃のご活躍をご披
露いただくよい機会になると思いますので、多くの医療経営
士の皆様の演題発表への参加をお待ちしております。詳細は
協会ホームページよりご確認ください。
さて今月は、2級合格者の等級変更手続きについて、事務
局よりご案内申し上げます。6月の試験で2級に合格された3
級会員の皆様は、合格証明書交付（合格証番号の発行日）より
6カ月間が等級変更登録の有効期限となります。協会ホーム
ページより「個人正会員等級変更申請書」をダウンロードいただ
き、必要事項をご記入のうえ、協会事務局までご送付願います。
なお、等級変更事務手数料として2,500円が必要となりま

すので、郵便局に備えつけの「払込取扱票」またはATMより
ご入金いただき、振替払込請求書兼受領証を等級変更申請
書の裏面へ貼付ください。ご不明な点がございましたら、協
会までお問い合わせください。
また、当協会では、「法人正会員」を引き続き積極的に募集

しております。病院・企業などで組織一丸となって「医療経営
士」の育成に取り組み、協会活動を下支えする会員制度です
ので、個人正会員が多く在職される病院・企業の皆様は、ぜ
ひとも法人会員への入会をご検討願います。
それではまた次号でお会いいたしましょう。

▼ ▼ ▼協会事務局からのお知らせ

参加者募集中!!  日本医療経営実践協会  夏季地域支部研究会
医療経営士のネットワークづくり、仲間づくりのチャンス！  ふるってご参加を。詳細は当協会ホームページをご覧ください。

支部
関東支部

北陸支部

東海支部

関西支部

九州支部

日時
9月7日（土）
13：30～16：30
8月28日（水）
18：00～21：00
8月3日(土)
研究会14：00～18：00
懇親会18：00～20：00

9月

9月7日（土）

テーマ
医療経営士だからできる
災害に負けない病院づくりポイント整理講座【第１回】

医療経営士・介護福祉経営士合同研究会
医介共働／連携（全4回）第2回「地域を知る」

【第１部講演】静岡の地域医療のいまとこれから
【第２部ワークショップ】「誰かなんとかしてくれ！」
院長の叫び！　経営難病院を救え！
（第3回名古屋医療マネジメント研究会と共同開催）

グループワーク（テーマ調整中）

元新聞記者が伝授！　効果的な広報とは（仮）

講師
浅野睦氏（株式会社フォーサイツコンサルティング代
表・一般財団法人リスクマネジメント協会理事）

田中大悟氏（医療法人仁志会理事・社会福祉士・介
護支援専門員）

【第1部】山岡泰治氏（浜松医科大学医学部医学科地
域医療学講座特任教授）

調整中

水内純清氏（社会医療法人天神会広報部長）

場所
大宮ソニックシティ805会議室

石川県地場産業振興センター
新館5Ｆ第13研修室

協和ケミカル株式会社本社会
議室

調整中

日本医療企画九州支社セミナ
ールーム

事務局
日本医療企画関東支社
（緑川、☎03-3256-2885）
日本医療企画北信越支社
（二口、☎076-231-7791）
日本医療企画関西支社
（星、☎06-7660-1761）

日本医療企画関西支社
（斉藤、☎06-7660-1761）
日本医療企画九州支社
（杉安、☎092-418-2828）
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